
平成29年度（2017）～令和8年度（2026）　　

　水道事業は、水道料金によって運営を行っており、水需要の増減によって収支が大きく変
化します。
　下表のとおり、給水区域内人口は、引き続き減少していく見込みですが、給水人口につい
ては、当初計画ほどの伸びはありませんが、下水道工事との同時施工など拡張事業の継続に
より微増を見込んでいます。

　本市の上水道は、昭和30年8月の給水開始以来、第1次から第5次にいたる拡張工事を行
い、水道未普及地域を解消しつつ、安全でおいしい水の安定供給に努めています。
　また、下水道事業と連携し同時施工による給水区域内の普及率向上と適正な水道料金によ
る健全で安定的な経営を目指しておりますが、今後は、老朽化した施設改修や設備更新等の
課題への取組が必要とされており、住民のニーズや地域の自主性を生かしながら創意工夫し
た取組を進めていく必要があります。
　公営企業では、保有する資産の老朽化に伴う大量更新期の到来や人口減少等に伴う料金収
入の減少等により、今後、経営環境は厳しさを増していくことが予想されています。そこ
で、将来にわたってもサービスの提供を安定的に継続することが可能となるように、総務省
では、全国の公営企業に対し、「経営戦略」を策定し経営基盤の強化と財政マネジメントの
向上に取り組むことを要請（H28.1月通知）し、本市においても平成29年3月に八代市水道
事業経営戦略（H29～H38）を策定しました。
　なお、経営戦略については、策定から5年が経過しますが「５．経営戦略の事後検証、更
新等に関する事項」において毎年度検証を行うとともに、３～５年ごとに見直しを行うこと
としており、給水人口及び有収水量等の状況変化を踏まえた収支計画を中心に見直しを行っ
ています。

１．計画策定の背景と目的

２．将来の事業環境
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　水需要の推移は給水人口とリンクしており、料金収入の対象となる有収水量は、当初計画
を大きく上回る見込みです。今後の課題としては、有収率（R2年度実績：74％）が類似団
体の平均を下回っているため、漏水調査や老朽管の更新を行うなど漏水対策に取り組むこと
で、効率的な水道水の供給を目指します。

　給水人口及び有収水量の増加に併せて、当初計画を上回る給水収益の増加を見込んでいま
す。そのため、計画を若干下回る経常利益の見込みとなりますが、消費税増税分を除く計画
期間内での料金改定は想定していません。

3,669,519

3,673,189

3,676,862

3,680,539

3,684,220

3,687,904

3,691,592

3,695,284

3,698,979

3,702,678

3,706,381

3,728,430

3,742,483

3,780,838

3,785,156

3,883,738

3,903,155

3,907,056

3,910,965

3,914,874

3,918,791

3,922,708

3,500,000

3,550,000

3,600,000

3,650,000

3,700,000

3,750,000

3,800,000

3,850,000

3,900,000

3,950,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

有収水量 有収水量（改訂版） 【単位 ：㎥】

460,742
461,203

461,664

462,126
462,588

463,051
463,514

463,978
464,442

464,906
465,371

467,727
469,151

473,880

476,165
488,855

491,299
491,790

492,282
492,774

493,267
493,760

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

経常利益 経常利益（改訂版）

給水収益 給水収益（改訂版）

【単位 ：千円】

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8
経常利益 106,377 99,303 105,764 108,798 89,978 109,595 111,169 111,696 115,987 115,816 112,591
経常利益（改訂版） 102,319 76,880 83,472 92,358 96,542 87,912 96,718 94,184 87,830 86,403 92,959



　業務の効率化を図るため、平成30年度より検針業務を含む水道料金徴収事務等窓口業務
委託を実施しました。また、施設の運転管理業務については、既に民間委託を行っています
が、その他の業務におきましても民間委託することでサービスの向上、コスト削減につなが
る分野については、引き続き検討を行い、更なる経費削減及びサービスの向上を目指しま
す。
　なお、本経営戦略は10年の期間を設けて策定しており、今後も経営分析表の公表を行う
とともに、計画の検証及び見直しを行ってまいります。

　令和3年度に新庁舎建設に伴う松江城水源地新設工事、5年度に日奈久浄水場・配水池改
良工事を実施予定ですが、当初計画を上回る事業費見込みのため、建設改良費及び企業債残
高の見直しを行っています。
　今後も引き続き、拡張事業をてい減させていきながら、水道施設の耐震化・更新等の事業
を積極的に進め、水道水を安定して供給し続ける強靭な施設づくりを行います。
　また、計画的な設備投資を行うなかでも新たな企業債発行を抑制し、企業債残高の縮小に
努めます。

３．投資・財政計画

４．今後の取り組み
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【単位 ：百万円】


